
～
四
国
大
学
～
 

 
四
国
・
徳
島
。
四
国
４
県
の
東
部
に
位
置
す

る
こ
の
地
の
中
心
、
徳
島
市
の
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅

か
ら
バ
ス
で
約

15分
、
四
国
の
代
表
的
な
河

川
の
一
つ
、
吉
野
川
の
ほ
と
り
に
四
国
大
学
・

四
国
大
学
短
期
大
学
部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
現

れ
ま
す
。
 

 
学
校
法
人
四
国
大
学
の
前
身
で
あ
る
徳
島

洋
服
学
校
は
、
大
正

14年
、
こ
の
地
に
創
立

さ
れ
ま
し
た
。
建
学
の
精
神
に
は
、「

全
人
的

自
立
」
を
掲
げ
ま
す
。
 

 
「
全
人
的
自
立
」
と
は
、
知
識
・
技
術
の
習

得
と
と
も
に
、
人
間
的
な
成
長
を
志
向
し
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
実
践
的
な
力
を
確
立
す
る

こ
と
で
す
。
創
立
か
ら

95年
、
現
在
で
は
、

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
・
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
を
擁
す
る
総
合
学
園
で
す
。
 

 【
先
進
的
地
域
貢
献
大
学
】
 

 
四
国
大
学
で
は
、
大
学
の
最
も
重
要
な
使

命
は
、
社
会
に
お
い
て
有
為
な
人
材
を
育
て

る
こ
と
と
考
え
、
そ
の
た
め
の
大
学
改
革
を

計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
 

 
教
育
内
容
や
質
の
向
上
、
地
域
教
育
の
充

実
、
徳
島
名
産
の
「
阿
波
藍
」
の
新
た
な
価
値

創
造
を
目
指
し
た
研
究
な
ど
に
取
り
組
み
、

「
先
進
的
地
域
貢
献
大
学
」
と
し
て
地
域
社

会
か
ら
の
信
頼
を
集
め
、
地
元
自
治
体
・
企
業

か
ら
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 【
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
に
よ
る
人
材
育
成
】
 

 
当
大
学
は
地
元
出
身
の
学
生
の
比
率
と
地

元
就
職
希
望
者
の
比
率
が
高
く
、
そ
れ
ゆ
え
、

地
域
貢
献
人
材
の
育
成
は
、
当
大
学
の
教
育

研
究
活
動
の
柱
と
い
え
ま
す
。
 

 
人
材
育
成
策
の
一
つ
は
、
平
成

26年
度
に

文
部
科
学
省
の
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
（
Center 

Of 

Community）
事
業
の
「
地
（
知
）
の
拠
点
整

備
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
、「

と
く
し
ま
で
学

び
育
て
る
地
域
貢
献
型
人
材
育
成
事
業
」
に

よ
る
事
業
で
す
。
 

             

 
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
へ
の
採
択
は
、
徳
島
県
内
の

大
学
で
は
初
、
四
国
の
中
で
も
、
私
立
大
学
と

し
て
は
初
め
て
で
し
た
。
 

 
事
業
の
趣
旨
は
、
学
生
が
実
際
に
地
域
社

会
に
入
り
、
地
域
の
実
情
を
体
得
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
課
題
等
を
見
出
し
、
自
治
体
や
地

域
住
民
と
協
働
し
て
課
題
等
の
解
決
の
た
め

の
取
組
み
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
 

 
そ
の
た
め
に
、
県
内
の
西
部
（
美
馬
（
み
ま
）

市
）、

南
部
（
美
波
（
み
な
み
）
町
）、

中
央
部

（
勝
浦
町
）
の
３
か
所
に
「
ス
ー
パ
ー
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
を
設
置
し
て
、
学
生
・
教
職

員
・
地
域
住
民
・
自
治
体
の
連
携
拠
点
と
し
ま

し
た
。
 

 
事
業
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、
美
馬
市
で
は
、

「
美
馬
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進
研

究
」
と
し
て
、
和
傘
づ
く
り
の
伝
承
活
動
と
普

及
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
美
波
町
で
は
、「

県

南
地
域
づ
く
り
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
」
と
し
て
、

特
産
品
を
使
っ
た
創
作
料
理
づ
く
り
や
、
廻

船
問
屋
、
寺
院
、
旧
家
の
文
化
財
の
調
査
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
複
数
の
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

 
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
の
補
助
期
間
は
平
成

30年

度
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
こ
の
期
間
に
行
っ

た
事
業
の
多
く
は
、
平
成

31年
度
以
降
も
当

大
学
独
自
で
取
り
組
む
事
業
と
し
て
継
続
し

て
い
ま
す
。「

ス
ー
パ
ー
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
」
も
連
携
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
高
め
て

い
ま
す
。
 

 【
人
材
育
成
の
推
進
体
制
】
 

 
当
大
学
で
は
、
地
域
貢
献
人
材
育
成
の
た

め
の
全
学
的
な
推
進
組
織
と
し
て
、
地
域
教

育
・
連
携
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
「
Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ａ
ｃ
ｈ

ｉ
推
進
室
」）

を
設
置
し
、「

教
職
協
働
」
で
学

生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
長
に
は
、

松
重
和
美
学
長
自
ら
が
就
い
て
い
ま
す
。
 

 
「
Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ａ
ｃ
ｈ
ｉ
」
と
は
、
Shikoku 

University 
Dream 

Achievement（
四
国

大
学
夢
実
現
）
の
頭
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た

言
葉
で
、
徳
島
県
の
名
物
「
す
だ
ち
」
に
か
け

た
も
の
で
す
。
 

 【「
教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
４
」】

 

 
当
大
学
で
は
、
平
成

26年
度
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
革
と
し
て
、「

教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
１
４
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

 
こ
の
時
に
、
全
学
必
修
科
目
の
「
自
己
と
社

会
・
地
域
論
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
徳
島
県
の

地
場
産
業
の
歴
史
や
特
徴
、
地
域
貢
献
活
動

の
目
的
や
必
要
性
を
学
ぶ
も
の
で
す
。
 

              

と
く
し
ま
で
学
び
、
育
つ
地
域
貢
献
人
材
 

 
令
和
元
年
度
 
特
色
あ
る
教
育
・
経
営
の
取
組
み
を
行
う
私
立
学
校
の
事
例
集
 

学
校
法
人
四
国
大
学
 

四
国
大
学
 

四国大学校舎と吉野川の流れ 

正門から見た四国大学キャンパス 



 
こ
の
科
目
の
受
講
に
よ
っ
て
、
学
生
が
地

域
の
中
で
支
え
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、

地
域
貢
献
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
 

 
さ
ら
に
、
全
学
共
通
科
目
の
教
養
科
目
群

に
、
次
の
「
地
域
学
分
野
」
を
設
定
し
ま
し
た
。 

・「
徳
島
の
歴
史
と
文
化
」
＝
地
元
徳
島
に
親

し
み
、
理
解
し
、
再
発
見
す
る
こ
と
で
、
新

た
な
強
い
地
域
づ
く
り
に
参
画
す
る
意
欲

を
育
む
 

・「
四
国
い
や
し
の
道
」
＝
四
国
遍
路
が
人
々

に
と
っ
て
な
ぜ
「
い
や
し
の
道
」
と
な
る
か

を
理
解
す
る
 

・「
災
害
と
防
災
」
＝
社
会
の
防
災
力
を
高
め

る
た
め
の
意
識
と
知
識
を
身
に
付
け
る
 

・「
地
域
創
生
入
門
」
＝
徳
島
の
新
た
な
面
を

発
見
し
、
未
来
に
向
か
っ
て
広
が
る
可
能

性
を
多
角
的
に
見
つ
め
る
 

・「
地
域
未
来
探
求
」
＝
地
域
に
お
け
る
暮
ら

し
を
取
り
巻
く
環
境
を
理
解
し
、
未
来
の

地
域
づ
く
り
に
参
画
で
き
る
人
材
育
成
を

目
指
す
 

・「
消
費
者
市
民
社
会
」
＝
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

か
ら
自
分
を
守
る
知
識
を
身
に
付
け
る
こ

と
を
学
ぶ
 

 
専
門
科
目
で
は
、
地
域
企
業
等
に
よ
る
授

業
の
展
開
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
量
的
・
質

的
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
 

 【
地
域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
】
 

 
平
成

29年
度
に
は
、「

教
育
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
２
０
１
４
」
の
科
目
を
基
礎
と
し
た
「
四

国
大
学
地
域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
成
し
、

地
域
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
し
た
。 

 
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
社
会
で
、
地
域
創
生
を
担
う
学
生
が
身
に

付
け
る
こ
と
が
必
要
な
科
目
を
体
系
的
に
整

理
し
、
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
の
知
識
や

技
術
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 
上
記
の
「
地
域
学
分
野
」
の
６
科
目
を
、
全

学
共
通
科
目
と
し
て
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
学
生
の
地
域
で
の
自
主
的
な
活
動

を
奨
励
す
る
た
め
に
、
自
由
科
目
と
し
て
、

「
地
域
貢
献
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

Ⅰ」、

「
地
域
貢
献
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

Ⅱ」、

「
地
域
企
業
等
研
究
活
動
」
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
 

              【
地
域
活
動
の
実
施
と
評
価
】
 

 
自
由
科
目
の
履
修
登
録
と
進
捗
管
理
は
、

地
域
教
育
・
連
携
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
ま
す
。

学
生
は
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
活
動
時
間
を
記

録
す
る
「
Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ａ
ｃ
ｈ
ｉ
 Ｃ

Ａ
Ｒ
Ｄ
」
の

交
付
を
受
け
た
後
に
地
域
活
動
を
始
め
ま
す
。 

 
カ
ー
ド
に
は
、
活
動
１
時
間
に
つ
き
、
押
印

を
１
個
受
け
ま
す
。
押
印
が

60個
に
な
る
と
、

学
生
は
活
動
を
報
告
書
に
ま
と
め
、
所
属
学

科
・
専
攻
の
チ
ュ
ー
タ
ー
の
教
職
員
に
提
出

し
ま
す
。
チ
ュ
ー
タ
ー
は
、
内
容
の
精
査
と
学

生
か
ら
の
説
明
に
よ
り
、
そ
の
活
動
が
、
当
大

学
が
期
待
す
る
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
か

を
判
断
し
ま
す
。
評
価
で
き
る
と
判
断
す
れ

ば
、
単
位
認
定
す
る
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
 

 
優
れ
た
活
動
に
は
「
地
域
貢
献
活
動
等
優

秀
賞
」
の
表
彰
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
平
成

30年
度
は
、
５
名
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。 

 【
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事
業
で
の
人
材
育
成
】
 

 
平
成

27年
度
に
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事
業
に

採
択
さ
れ
た
『
と
く
し
ま
元
気
印
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
も
、
当
大
学

で
の
地
域
貢
献
人
材
の
育
成
策
の
一
つ
で
す
。 

 
こ
の
事
業
の
代
表
校
は
徳
島
大
学
で
、
そ

れ
に
当
大
学
を
含
む
県
内
の
高
等
教
育
機
関

５
校
が
参
画
し
、
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心

に
、
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

①
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ク
ル
「
と
く
し
ま
サ
イ
コ

ー
塾
」
 

②
と
く
し
ま
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
道
場
 

③
社
長
の
か
ば
ん
も
ち
 

④
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
 

 
こ
れ
ら
の
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
い
ず

れ
も
経
営
の
現
場
で
す
。
 

 
学
生
は
経
営
の
現
場
を
実
際
に
体
験
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
働
き
手
と
し
て
求
め
ら
れ

る
素
養
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。
 

 

 【
取
材
を
終
え
て
】
 

 
今
回
お
話
を
伺
っ
た
中
で
、
松
重
学
長
の

「
大
学
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
そ
の
地
域
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
 

 
当
大
学
が
行
う
地
域
で
の
諸
活
動
、
地
域

に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
は
、
大
学
と
地
域

と
の
関
係
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

と
考
え
ま
す
。
 

 
「
地
を
学
び
、
知
を
纏
う
」。

学
生
は
地
域

の
課
題
解
決
の
た
め
の
道
筋
を
学
び
、
そ
れ

を
知
力
に
変
え
て
、
社
会
へ
巣
立
ち
ま
す
。
 

 
吉
野
川
は
海
へ
と
流
れ
、
や
が
て
徳
島
の

食
の
源
と
な
り
ま
す
。
当
大
学
の
学
生
は
地

域
に
溶
け
込
み
、
や
が
て
徳
島
を
支
え
て
い

く
一
人
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
今
年
も
す
だ

ち
が
良
く
実
っ
た
よ
う
で
す
。
 

（
取
材
）
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
 

地域における学生の活動の様子

とくしま学生ビジネスプラン道場での発表


